
 
 
 
 

『損害保険研究』 第 79 巻第 4 号 発刊のご案内 

 

損保総研では、機関誌「損害保険研究」第 79 巻 4 号を 2月 25 日に発刊します（発刊は 5月、8月、11

月および 2月の年 4回です）。 

本誌は、研究者と実務家による損害保険ならびにその関連分野に関する研究・調査の発表を通じて、研

究者・実務家双方にとり有益かつタイムリーな情報を提供することにより、損害保険に係わる学術振興

ならびに損害保険事業の発展に寄与することを目指しています。 

 

★79 巻 4 号の概要 

今号には、保険実務に影響のあるフィデューシャリー・デューティーに関する講演録、ならびに保険実

務上の問題点を指摘し解決策を示した研究 2 編に加え、損害保険自由化の影響を検証し従来とは大きく

異なる評価を示した画期的研究、大規模消費者データを用いて新たな知見を提供する研究各 2 編を掲載

しました。 

今号も研究者、実務家双方にとり極めて有益と考えますので、是非ご購読くださいますようお願い申し

上げます。 
 

【研究論文】 

1．大規模調査データによる消費者の保険加入行動の理解（１） 

― 属性やリスク資産保有との関係 ― 

東北学院大学経営学部 助教 竹内 真登 氏 

慶應義塾大学経済学部 教授 星野 崇宏 氏 

＊ 生命保険、損害保険、医療保険等、多数の保険商品の加入状況や利用したチャネル、金融資産

保有の有無および保有額を大規模消費者調査のデータから取得。保険加入実態ならびに保険加入

と金融資産保有との関係を回答者属性別に数値的（比率）、視覚的（グラフ）に示すとともに、探

索的な分析を実施している。 

2. 船舶保険における共同被保険者の保険金請求権について 

― 不真正連帯債務を裏付けとする連帯債権 ― 

三井住友海上火災保険株式会社船舶営業部アドバイザー 藤井 卓治 氏 

＊ 船舶の建造ないし購入資金借入等に伴い、船舶には抵当権が設定されると同時に保険契約にも

質権または譲渡担保権が設定されるが、自身が被保険者でもある保険契約者と保険契約において

第三者である共同被保険者がそれぞれ有する保険金請求権が競合ないし対立する可能性を指摘し

ながら、保険法の条文を詳細に検討し解決策を提示している。 

3. 損害保険自由化 20 年目の検証 ― 自動車保険の推移を主題として ― 

元損害保険料率算出機構職員 大島 道雄 

＊ 損害保険自由化後 20 年を機に各種統計資料データを詳細に検証。損害保険の自由化は、「効率
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性を高めた企業の剰余を価格競争によって消費者に還元する」として大いに期待されたが、自動車

保険に関しては、自由化後に行われた多くの研究結果と異なる推移を示している。事業費率の低下

や保険料単価の低廉化は認められず、両者はむしろ上昇傾向にあることを指摘し、かつその背景に

ついて明らかにしている。 

4. 人傷一括払と自賠責保険金の回収をめぐる問題点 

損害保険料率算出機構首都圏本部 審査第一課長 植草 桂子 氏 

＊ 被保険者等に人身傷害保険金を支払った保険会社が、被保険者等の加害者に対する損害賠償請

求権とともに加害者の加入する自賠責保険の保険会社に対し、自賠法 16 条請求権を代位取得した

場合の自賠責保険実務における取扱いの概要、ならびに取扱いの一部変更の最大の契機となった

東京地裁平成 21 年 12 月 22 日判決に触れた上で、顕在化した実務上の問題を整理し、解決の方

針について検討を行っている。 

【講演録】 

5. 保険商品の販売勧誘と保険業法・顧客本位の業務運営（フィデューシャリー・デューティー） 

弁護士法人中央総合法律事務所 弁護士 錦野 裕宗 氏 

＊ 最近の保険実務において極めて重要である「顧客本位の業務運営（フィデューシャリー・デュ

ーティー）」ならびに「保険商品の販売勧誘」に関し、詳細かつ分りやすく解説された講演の記録。

講演者自身の体験も踏まえての講話であり、大変興味深い内容となっている。 

 

【判例研究】 

「損害保険判例研究会」判例報告 

「臨時運行許可を得た一時登録抹消中の自動車と他車運転特約における『他の自動車』の 

該当性」 

法政大学法学部教授 潘 阿憲 氏 

「自動車保険における一括払の法的性質および保険会社の注意義務」 

東京海洋大学学術研究院海事システム工学部門 教授 金岡 京子 氏 

【研究所事業紹介】 

「損保総研レポート第 121 号」概要  

「投稿基準、査読申請書、投稿確認書」 

 

本件に関するお問い合わせ先 

公益財団法人 損害保険事業総合研究所 
 編集室  三木博生  TEL 03-3255-5513 
『損害保険研究』 お申込み先 

http://www.sonposoken.or.jp/portal/publications/magazine.html 


